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MLA48 プロジェクト 

 2⽉度ミーティング(MLA48 通算第109回)               

2月11日(月)建国記念の日，横浜でMLA48プロジェクトのミーティングを開催．はじめに 

各メンバーからのお知らせ．梅沢さんが新たに取得されたコールサインはJJ1QBB，憶えやすく(hi) FBです． 

ON4AEG Guidoさんは5月に来日．12日のミーティングに参加されます（Dropboxにスケジュールとパーソナル写

真）．BX6ABCヘンリーさんは，毎日曜 50.36MHz 21～22時に開催のJH1YMCオンエアミーティングをワッチさ

れるとのこと．この時間帯はEs(スポラディックE層)が出る確率は低いですが，チャンスが到来するかも… 

103人目の新メンバーは， W6BOT Richardさん．W6SI 浅見さんからは南加支部で製作中のMLA(途中経過)

が発表され(写真)，支持部は3Dプリンターで製作したとのこと．JA9VGL/3 谷口さんは，同軸ケーブルで作成さ

れた50MHz用 MLAの成果を公表いただきました．写真は大阪府交野市の旗振山山頂 345m(SOTA JA/NR 057)で，リ

グはVX-8D 5W，51.0～51.02MHz FMで，京都，大阪の局とすべて 59-59だったとのこと（2019年2月2日）． 

キホン編は，JG1UNE 小暮

が「50MHz用 超カンタンMLA」

の製作教室(No.154を参照)と

その後のQSO状況を報告． 

続いてJK1MKP 藤井さんは 

JG1CCL 内田さんの「リッツ

線疑惑」続報．自ら設計の

VNA(ziVNAu：製品名DZV-1)を

使った測定結果を発表．今回は

断面積が同じ3種類の線を測定．

その結果，「低い周波数帯では

リッツ線，高い周波数帯では

UEW がFB」という想定通りで，

内田さんは安眠できるとのこと．しかしグラフをよく見ると，1.5MHz付近で順番が入れ替わっています．青色の

単線はなめらかな増加です．リッツ線だけの特徴なので，｢表皮効果と線間の近接効果のせめぎ合い(?)｣かもし

れません．因みに，愛知県刈谷市の依佐美送信所(17.442kHz)で使っていたのは，φ0.12mmエナメル線17,982本． 
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17.442kHzにおける銅の表皮深さ

は0.5mmです．海洋研究開発機構

(JAMSTEC)横浜研究所の地球シミュ

レータを使った大規模シミュレー

ション｢16本撚りコイルの解析｣も

実施され，論文も発表されています． 

JA9BQE 橋場さんは，L,C,Rで疑

似MLAを製作（写真）．アンテナア

ナライザとデジタルPATを使ったデ

モでは，CやRを変えて，スミスチャ

ートをリアルタイム表示．グラフ表示の意味をおさらいできて，調整の追い込み手順

とMLAの動作がつながりました．結合ループ付きケ－ブルによる位相変化分を差し引

く機構も実装されて，デジタルPATは計測器化が進んでいます．フルに2時間かけた

いくらいの内容です（詳しくはDropboxの資料参照）．JF1IQQ下地さんからは，市販

の溶接用銅パイプを使ったコンデンサの発表で，トロンボーン型バリコンにするため

の基板を発注したとのこと．次回には完成品が見られるかも… 絶縁はポリイミドテ

ープ(カプトン®)を使用予定．JJ1QBB 梅沢さんは秋葉原のパソコンショップで安価

な出物を購入・持参され，ジャンケン大会(hi)で3名がゲット． 

JF1VNR 戸越さんは，製作がカンタンなパイプ型コン

デンサを開発(写真)．錫メッキ線を1mm厚PTFEチューブ

に巻き付け，直径16mm，10cm長で100pF程とのこと．VNR

型コンデンサと命名されました．コイル動作にならな

いように，長手方向にハンダ付けしています． 

フシギ編は，JA9BSL 野村さんの室内ノイズ発見の経過をJG1UNE 小暮

が代理発表．｢直径1.4mのMLAで室内と屋外の受信状態を比較．鉄骨構造の

屋内では屋外より約10dB ノイズレベルが高い｣｢MLA の向きを変えても変

化は無い｣｢ノイズが電界によるものなのか磁界によるものなのか…？｣

のことで，

と

電磁界シミュレーションで調べました．磁界プローブで探査し

たところ，AC/DCアダプターがノイズ源であることが判明して一件落着．

家外のロータリーDPとMLAの比較画像はMLA の方が静かで，家屋まわりの

ノイズは「電界型」が支配的のようです．鉄筋はまばらでも，7MHzでは磁

界が屋内にこもりそうな結果が

得られました． 

フリー編はJA1BJJ 大島さんの

新型コンデンサを付けた50MHz MLAの発表(写真）．カプトンテープで

絶縁したかわいらしいバタフライバリコンも…実験ではCの変化量が

クリティカルで，調整が大変だったとのこと． 

JA3UOQ 原田さんからは，ベ

ランダに並んだ複数MLAの奇

妙な測定結果が発表されまし

た．14MHzのMLAを2つともア

ンテナアナライザで測定中の

グラフは，2箇所にささくれの

ような不連続部が現れました．

両方から測定用の電波が出ているので

相互の干渉ですが，W字形ではないのが

フシギ．アナライザ内の原因か？ 3機
並べたときにはなだらかなVが何と3つ．

SWRは1.5以下なので超広帯域．放射効

率が低下していなければ，このまま

QSYできますが…さてどうなる？ 

MLA で 5 Band WAC 達成！ 

JJ1QBB JA3UOQ JA1UHJ JF1IQQ JA1HCF JA1AVV JI1TVB    JA5KVK  JK1MKP  
                       JA1BJJ       JI1DCS   JR1OAO    JA1GTZ          JI1CAX 
     JG1UNE  JE1WTR  JA9BQE  JF1LKS  JG1CCL  JA4CKC   JF1VNR   JP1HUJ   

(発表情報はDropboxにアップ 
しています)    DE JG1UNE  
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